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美春がインカレロング制覇。 

母娘の二代にわたってイン

カレロング競技の金メダル

が高野家に。 
 

2009 年度日本学生オリエンテーリング選

手権ロングディスタンス競技大会 

2009 年 11 月 21 日 栃木県矢板市 

 

 
インカレのカップを手にする高野美春 

 
学生選手権女子  6.1km ↑215m  

1 高野美春 1:01:53 十文字学園 3  

2 山本紗穏里 1:08:06 筑波 3  

3 田村蓉子 1:08:16 東京工業 2  

4 星野智子 1:08:25 津田塾 2  

5 柴田彩名 1:08:55 椙山女学園 3  

6 新井宏美 1:09:14 新潟 3  

 

学生選手権男子  9.9km ↑460m  

1 小林 遼 1:19:12 東京 3  

2 岡本将志 1:22:04 早稲田 3  

3 林 真一 1:22:19 名古屋 4  

4 片岡裕太郎 1:23:00 名古屋 4  

5 谷川友太 1:23:10 名古屋 4  

6 神谷泰介 1:24:23 筑波 4  

 

 

母娘二代インカレチャンプ母娘二代インカレチャンプ母娘二代インカレチャンプ母娘二代インカレチャンプ    
2009 年 11 月 21 日、2009 年度日本学

生オリエンテーリング選手権ロングデ

ィスタンス競技大会（愛称：インカレ

ロング 2009）が、栃木県矢板市の森を

舞台に開催された。 

女子選手権クラスで、高野美春（十

文字学園女子大学 3）が、2位以下を大

きく引き離す成績で優勝した。 

 

高野美晴の母親である高野由紀（旧

姓・長田）は 1979 年 3 月 4 日に東京都

八王子市で行われた、第 1 回インカレ

で優勝している。高野由紀はその後も

日本女子のトップオリエンティアとし

て活躍し、過去の全日本大会では何度

も優勝し、最近では 2002 年 3 月に京都

で開催された全日本大会で優勝を飾っ

ている。 

美春もそんな母を見ながら育ってき

た。母・高野由紀が全日本大会で優勝

したとき、娘の美春は 13 歳。 

このインカレ優勝で母に並んだ高野

美春だが、直接対決では母に勝ったこ

とはないという。当面の目標は母の由

紀に勝つこと。これ以上ないくらい身

近で現実的な目標が、高野美春のパワ

ーの源となっている。 

高野・母娘二代でインカレ制覇 

 

大会 

報告 木村佳司 
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小林 遼（東京大学 3） 

栄光の優勝に向かって走る。 

 

小林小林小林小林    遼遼遼遼    頂点へ頂点へ頂点へ頂点へ    
男子は小林遼（東京大学）が優勝を

飾った。小林はノンシード選手だった

が、数多くの実績をもつシード選手を

破っての栄冠を勝ち取った。2位から約

3分差をつけて文句なしの優勝だ。 

女子優勝の高野美春も東大 OLK とし

て活動していることを考えれば、東大

OLK グループで男女のアベック優勝を

さらったことになる。 

 
林 真一（名古屋大学 4）（3 位） 

    

強い！名古屋大学強い！名古屋大学強い！名古屋大学強い！名古屋大学    
男子の 2 位以下は秒差の勝負となっ

た。3 位、4 位、5 位を占めたのは名古

屋大学。中間速報段階では名古屋大学

が 1 位から 3 位を独占し名古屋大学の

独壇場で表彰式を迎えるかと思わせた

ほどだ。 

インカレリレーでは 2 連覇を誇る名

古屋大学。この林真一、片岡裕太郎、

谷川友太郎 の 3名も大学 4年。今回の

インカレロングでは表彰台の一番高い

所に登ることはできなかったが、春に

行われるインカレリレー種目では最後

の花を咲かせてくれるかもしれない。 

片岡裕太郎（名古屋大学 4）（4 位） 

 

里山でのロング競技の難しさ里山でのロング競技の難しさ里山でのロング競技の難しさ里山でのロング競技の難しさ    
筆者・木村は今回もインカレロング

大会の準備を行った。そこで感じるの

は里山でのロング競技の難しさである。 

今回競技が行われた矢板市に広がる

丘陵は適度な起伏があり、アップダウ

ンは少ない。過去に何度か大きなイベ

ントが開催され、高精度な地図が整備

されている。森林も整備され通行可能

度はすこぶる高い。まさにオリエンテ

ーリングの適地だ。 

だが林業がしっかり行われているだ

けあって変化が激しい丘陵でもある。 

大会直前に出来たような真新しい林

業用の作業道があちこちにできていた

り、通行可能度があちこちで激しく変

化していた。これを高精度の地図に反

映してゆくのはなかなか大変な作業だ。

なにせロング競技で使用するテレイン

は範囲が広い。 

だがこうして完成した地図を手に、

選手が素晴らしいパフォーマンスで森

を駆け抜ける様は、実に気持ちのよい

ものである。 

選手ひとりひとりが全力でぶつかっ

てゆけるだけの場をインカレで用意す

ること。これが学生たちのオリエンテ

ーリングに対する熱意の源となり、ひ

いては日本のオリエンテーリングを元

気にする礎となるのだ。 

（木村佳司） 

 

男子選手権でルートが分かれた 8→9。ほぼ直線距離を走った谷川友太 

（名古屋大学 4）がベストラップ。迂回した小林は約 1 分遅れる。 


